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書斉と研究室の想い出｡想い入れ

浅 井 辰 郎

私が子供をがら独立心を興して書斉を持 ったのは小学 3年の頃 らしめ.当時祖母が巣鴨庚申塚に

建てた2幡屋の北側に一畳の廊下があ り,座敷側には障子が,外側には 15cm角 くらいのガラスの

付いた雨戸 2枚が俵っていた. ここの占領を許 して くれた母払 親らにも手頃な高さVC棚を吊り,

座敷から電灯を差 し込んで左光線の勉強机にして くれた｡僕は有頂天であった｡ しか しここは夏や

夜は上V)が,冬や雨の日曜日は雨戸が開けられず暗 くて弱ったo当時電灯は夜 しか来なかったのた.

あとこの部屋についてVj:杉板で′J､舟を作った記憶が生 々しtn｡そのころ関東大震災,幸い家はどう

もをかったが,父は人の勧めでここから今の武威小山に移 った. しかしここでも書斉は貰えなかっ

たo父の書斉に同居 したが間 もな く落つかないからと追い出された｡そこで母は食堂兼用のベラン

ダの一角を3畳分位白布で囲ってくれ,僕は寝台をでっち上げて昭和 6在までず っとここにいた｡

小学 6年～中学 5年のことである. ここは工作室もかね,変圧器のコイルを権L̂た9, 5cm巾レー

ルの半成電車が走った少もした.その後 この家は建てかえることになったので,高校生の生意気で

猛烈夜宴求を出 した結果,2倍に露台つ きの 6畳を与えられたが,写真暗室は遂VC削減された｡快

適を部屋ではあったが,京都大学に行ったためその効用と印象は余 り多 くない.最後は応召中に戦

時疎開でこの家もろとも壊されて了った｡軍隊- 捕虜 - 復員 - 戦後の苦境から暫らくぼ書斉

どころではなかった｡

しかし復員後す ぐに資源科学研究所に入 ることが出来, 3-4人で 1室を使 うことになった｡夏

は天井が焼け,冬は木箱vc入れた小 さを足温器にふるえ,春は武蔵野の黄塵が容赦な く舞込むとい

う大正10年製の古建築だったが,それでも建国大学,軍隊時代の単覆る気候観察から,どうや ら

気候研究とい う大学以来の初志VC立帰えれたOただ甚 しい費用 ･器材 ･文献不足からテーマは応用

研究に置かざるを得 をかった.施政水温上昇施設の研究,日本資源文献 且録の編集はその最たるも

のだが,前者は意外vc基礎的な知識を与えて くれたほか,河川水温調査会の設立を見るまでVC発展

して,私には大変夜好運であった.昭和 30年位からは総合研究費が貨え,下北半島のヤマセヤ生
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産力,大隅半島の最低気温や生産力の研究がこの古LJq研究室で遂行され,前者は皆様のおかげで私

の学位論文にまで相成った.だから研究室の不足をど云 うと罰が当 ると今も思 っている. この頃か

ら法政大学を兼務 してそこVC2.5×6m位の研究室をやっと入手 したが,2人分の机 と本立でもう

ー杯 であ9,資源研から私物を移すには余 りに狭hので,他の 1人vc譲 り,研究は新大久保の資源

研,生活費は飯 田橋の大学 (学生教育のJ乱恵は別 として )とい う不便を10余年を過 して来た.辛

いに して外遊 1年,その後 3年 目には本学に招かれた｡

そのときの席は図書室の一隅を本箱 と衝立で仕切 っただけのものだったが,研究 と教育がここに

集中して出来 るだけで も,文句 どころではなかった｡その夏,学生控室を半分に間仕切して個人研

究室ができ,買V,始めた気候学関係図書 ･器機と共に収 まったときの喜 びは,上述の道を永 く歩 い

て来た私には特 に大 きかった. あれ から 5年,今私は新 しL̂文教育学部本館7階の南西端に 45m2

の実験研究室を得たO夢の よう夜気持である.第 1に広ho先 日までの ように体を横 にし物を落 さ

ぬ上うに心配 して歩 くことばをV,｡ ガス ･水道 ･電話は勿論,電力は 3相 200V倭で入っているo

机 ･戸棚 ･実験台 ･会議机 ･肘付椅子 まで必賓数が揃えられ た. 窓外には東京首部カ㌻一望の樫にあ

り,気候屋には特に好都合｡ 夏季における西壁の焼けに挑 も うと志願 して入 ったこの部屋は,流石

に夕刻 8時頃には 40℃に適 して, これ また気候屋の敵悔心 を煽 る.現に8月の赤外放射温度計に

上る観測でさらけ出されたその結果 は,間 もな く本学 の自然科学報告の活字 になろうとしてt̂る｡

私は順調vc行けばもう7年余, この部屋のど厄介に覆れ るはずである.や りたいそしてやるべ き一

実験 ･研究はこのほか,凍融地形実験,自然物, とくvc白い微小水滴の放射率測定 ･-･･アイス ラ

ン ド全国地誌の完成,生産力的研究の深化 ･･･と限Dをho 今私 自身この研究室に対 して満艦の感

謝を禁 じ得 をV,と共に,それに見合 う研究 ･教育を呆 さねば と切に思 っている. ここで更に,ど夜

たでもこの絶景を見にお立寄 り下 さったつLlでに,御梗漣 とア ドバイスを戴ければ と願 っているも

のである｡

松 井 先 生 と 共 に

浅 海 重 夫

昭和 28年以来,松井先生 と共にお茶大ですごして20年近 くに在るO先生は新制大学設立後rJ

飯本主任時代 と,そのあとの渡辺主任時代を通 じ, また期間 は短かかったが先生御自身の主任時代
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